
金子校区まちづくり集会 開催結果報告書 

 

開催日時   平成２３年８月８日（月）１９：００～２１：００ 

場所     地域交流センター 

参加者数     男  ６９ 人    女  １９ 人    合計 ８８ 人 

 

 

 

１． 新居浜市連合自治会設定共通課題 

 

課題名（ 地域防災力の向上について ） 

 

討議内容 

［質問］ 

（１）庄内自治会では防災訓練を実施しており、６月には３００名の参加がありました。

地域住民の防災意識の向上を図ろうと考えていますが、新居浜市として、市民に対し

て、防災に対する意識の向上、啓発のためにどのような取り組みを考えているのかお

聞かせ下さい。   

（２）愛媛県にも、原子力発電所が伊方にあります。伊方原発の安全性と危険性について

お聞かせください。また、伊方原発３号機が停止中ですが、四国電力の原発への依存

は約４０％と言われています。代替エネルギーの問題、電力不足による経済への影響

等について、どのように考えているのかお聞かせ下さい。   

 

［回答：市長］ 



（１）毎年、市の総合防災訓練を実施しているほか、平成２１年度より国の補助を活用し、

地域防災スクールモデル事業を実施しております。この事業は、児童生徒や校区住民

を対象に、地域の消防団員の指導のもと、防災知識等の講義や初期消火、応急手当の

実技などを実施し、防災に関する教育や訓練を行っていくものです。平成２１年は金

栄、若宮校区で実施し、今年度は船木、大生院校区で予定しています。また、自主防

災組織が結成されておりますが、リーダーとなる人材を育成するため、今年度から防

災士の養成事業を実施いたします。 

（２）当市は伊方から１００ｋｍの所にあります。政府は全原発に対しストレステストを

実施しようとしています。愛媛県を中心に地元自治体、四国電力の三者が適切に対応

していただけると考えています。電力不足による経済への影響等につきましては、四

国電力は今夏具体的な数値目標を示した節電要請はしない方針を示しておりますが、

９月４日には１号機が定期点検に入る予定であり、３基のうち２基が同時に停止する

ことになりますと、電力供給力を需要が上回り、家庭や企業への節電要請等が行われ

ることも予想されます。市の自然エネルギー政策としましては、住宅用太陽光発電シ

ステム設置への補助制度があり、平成２２年度１７９件、平成２３年度は１９３件で

予算を消化しました。小中学校への太陽光発電システムの導入、下水処理場で発生す

るメタンガスの売却も行っています。 

 

［質問］ 

東日本大震災では想定外ということであったが、人災のケースもありました。次に予

想される東南海地震の場合は想定外ということはありえない。その時にどのように対処

するか３つの問題があります。まず、第１には津波ハザードマップ、南海地震を想定し

たハザードマップが必要であり、早急に作らなくてはいけない。第２に、その情報を市

民にどのように知らせるか、私の考えでは、自治会の役員を通じて周知させるのがいい

のではと思います。第３に、地震が起こったときにどのように知らせるか。自治会のス

ピーカーでは伝わらない所もあり、スピーカーの整備が必要と考えますが、それでも伝

わらない場合は、市・自治会で今後考えていかなければならない。 

 

［回答：市長］ 

防災に対する訓練と現場のリーダーの育成が重要であると考えます。 

 

２．校区設定市政課題 

 

課題名（ 都市計画法による線引き廃止後の金子校区の変化について ） 

 

討議内容 



［質問］ 

昭和４８年に「線引き」がなされ、校区内に市街化調整区域がありましたが、平成１

６年に線引きが廃止され、開発行為が大きく緩和され、農地の宅地化が進み、マンショ

ンや借家が多く建ち、自治会活動にも影響があるように思います。線引き前と現在の状

況についての比較を統計的な数字で示していただきたい。 

  これらの数字から、行政として金子校区をどのように見ていますか。 

 

［回答：市長］ 

平成１５年と平成２２年を比べますと、人口・世帯数では、全市は人口が２，５１３

人減尐しているにもかかわらず、金子校区は２１３人増加しており、世帯数は全市が２、

８４０世帯増加し、金子校区は３２７世帯と高い増加を示しています。小中学校生徒数

では、全市が小学校３８人、中学校１６２人それぞれ減尐しているにもかかわらず、金

子校区は小学校１０２人、中学校５６人それぞれ増加しています。農地の転用面積では、

全市が件数で５７件、面積で１５，３８４㎡減尐しているのに対して、金子校区は件数

で１８件、面積で７，０４７㎡と割合では大きく減尐しています。交通事故発生件数で

は、全市が２３４件減尐しており、金子校区も１７件減尐しています。 

線引き廃止は皆さんの要望を受けて実施したものであり、金子校区では主な施設が自

転車で行ける範囲にあるコンパクトな街づくりが進展したと思っています。用途地域外

についても、線引き廃止後の土地利用の規制、特定用途制限地域の指定等により、特に

環境の悪化をもたらすものはなく、良好な環境が確保されていると思われます。 

 

［質問］ 

線引きの廃止は都市計画税と関連があると思いますが、都市計画税の廃止の考え方は

ないのですか。 

 

［回答：市長］ 

都市計画税は条例によって定めている税であり、自治体で定めることができます。線

引き廃止の際に、都市計画税を廃止する考え方、区域を定めずに全体に広く薄く課税す

る考え方、今まで通り用途地域内に課税する考え方の３つの考え方がありました。都市

計画事業を積極的に進めていくなかで、財源の補完を引き続きお願いしています。案と

して、新しく課税する地域を増やし、より薄く広くという考え方を持っております。 

 

３．地域課題 

 

課題名（ 地域交流センター駐車場拡張について ） 

 



質疑応答 

［質問］ 

  駐車場の通常の使用については、問題はないが、尐し大きな会合やイベントがあった

場合に、乗り合わせるよう依頼していますが駐車場は満杯状態となり、尐し遅れぎみに

地域交流センターに来た場合、駐車ができない状況です。現在、東側に空地があります

ので、この際、駐車場として敷地を確保できないか検討をしていただきたい。地域交流

センターになって、毎月利用者は３割増加し、週２日は満杯で駐車できる車は２３台し

かない状態です。 

 

［回答：市長］ 

南隣にあります、心身障害者福祉センター運動場を利用できるように、駐車場から行

き来ができるようなつくりとといたしております。イベント時等には心身障害者福祉セ

ンターとの相互協力により対応していただいたらと思います。 

 

課題名（ 単位自治会運営の危機 ） 

 

質疑応答 

［質問］ 

（１）自治会員の構成も高齢化が進み、若い人の自治会加入者も尐なくなり、自治会役員

になり手のないのが実情です。このような現状の中、市連合自治会も加入促進キャン

ペーン運動を進めてまいりましたが効果も尐なく、単位自治会も魅力ある自治会運営

を目指し頑張っておりますが、自治会に加入して何のメリットがあるのかと疑問を持

ち、お世話するのは嫌だとの理由で加入されないのが現状で、このままではジリ貧消

滅の危機が近いと考えます。 

   市としてこの課題についてどのように考えているのか聞かせてほしい。 

（２）市議会、市職員、市連合自治会でプロジェクトチームを結成して自治会運営の将来

展望について是非検討してほしい。 

（３）市に居住すれば、各自治会に全ての人が加入されるような規則を検討すべきと考え

る。マンションや借家の方は自治会に入らない。松山市では強制的な規則があるので

はないでしょうか。 

 

［回答：市長］ 

（１）市は連合自治会と共に、自治会加入率向上に向け、広報に取り組んでいます。また、

自治会活動を行ううえでの環境を良くしたいとして、自治会便利帳の作成をいたして

おります。自治会への財政支援としては、自治会館の建設補助を実施しており、また、

今年度「地域コミュニティ活動支援交付金」の充実を図ったところでございます。 



（２）連合自治会内に、自治会加入促進小委員会を設置し、これまでアンケート調査の実

施や分析、加入促進方針など、調査検討をしております。この委員会には、事務局と

して、担当の市職員も加わり、連携して加入促進について検討を進めています。また、

市議会からも意見をいただきたいと思います。 

（３）松山市の場合は、努力や目標として自治会加入をうたっていると思います。新規に

転入された方には加入を勧めていきたい。マンションの管理者には協力を依頼したい。 

 

課題名（ 平形外山線計画道路と墓地移転 ） 

 

質疑応答 

［質問］ 

（１）平形外山線計画道路として、平和通りから金栄橋通りまでの道路事業は昭和６１年

に事業が認可され着手後、南中の西側にある墓地部分の道路拡張が未完成のまま、平

成１０年度に事業打ち切りとなり、今日に至っている。この未完成部分は通学の安全

上の懸念があり、又、最も道路幅員の狭い所は普通車のすれ違いもできない。早期に

拡幅の完成が望まれる。 

   墓地部分と金栄橋通り以南のそれぞれについて、市は今後平形外山線道路の計画を

どのように推進しようと考えているのか。 

（２）現在の都市計画の道路路線計画は、社会環境が大きく変化していく中、第５次新居

浜市長期総合計画が策定されたが、都市計画の再検討も必要ではないか。 

 

［回答：市長］ 

（１）平形外山線の南中学校西側の墓地部分延長９０ｍについては、今年１月に関係する

自治会及び墓地管理会を交えた協議会を開催し、事業実施を目指して問題の解決に取

り組むこととしており、今年の９月から１０月頃には第２回目の協議会を開催する予

定です。この協議会を踏まえ、地元関係者の協力を得ながら問題解決に向け、条件整

備を図りたい。条件整備が整うようであれば速やかに事業に着手したい。 

   墓地部分から南側については、着手時期は未定です。 

（２）都市計画道路の再検討につきましては、計画決定以来長期間経過した路線もあり、

道路の優先度を含めて全体の見直しを行っています。都市計画道路は、総延長１０４

ｋｍ全体の進捗率は５０％です。全体の計画の中で、この部分は除いていいのではと

いう意見があっても、都市計画審議会で決定していく必要があります。今後、説明会・

公聴会などにより皆さんにお知らせしていきます。 


